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「
は
じ
め
の
一
歩
」〜
日
本
の
農
業
②

　
ノ
ウ
ハ
ウ
伝
承
が
不
可
欠

　

前
回
（
５
月
27
日
号
）
は
、日
本
の
農
業
に
復
活
の
兆
し
が
出
て
い
る
こ
と
を
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
報
告
し
て
も
ら
っ

た
。
今
回
は
農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
と
い
う
状
況
の
中
、
日
本
農
業
の
競
争
力
強
化
に
は
〝
ノ
ウ
ハ
ウ
〟
の
伝
承
が

不
可
欠
と
強
調
し
た
。（
編
集
部
）

　

Ｑ

農
業
で
は
ノ
ウ
ハ
ウ
が
重
要

だ
そ
う
で
す
ね
。

Ａ

農
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
は
、
栽

培
ノ
ウ
ハ
ウ
と
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
二

つ
が
あ
り
ま
す
。
栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ
は

高
付
加
価
値
な
農
産
物
を
生
み
出
す

源
泉
と
し
て
、
日
本
の
農
業
の
競
争

力
を
支
え
る
基
盤
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

Ｑ

栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ
は
ど
う
い
っ

た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
作
物
の

収
量
や
品
質
の
向
上
に
欠
か
せ
な

い
、
作
物
学
、
育
種
学
、
園
芸
学
や

植
物
病
理
学
と
い
っ
た
知
識
を
総
合

し
た
も
の
で
す
。
作
物
を
栽
培
す
る

際
に
は
、
年
間
の
作
業
の
内
容
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ま
と
め
た
作
型
や
、

地
域
ご
と
の
栽
培
指
針
を
参
照
し
な

が
ら
作
業
計
画
を
組
み
ま
す
。
播は

し
ゅ種

（
種
ま
き
）や
定
植（
苗
の
植
え
付
け
）

の
よ
う
な
基
本
的
な
作
業
に
加
え
、

作
物
を
う
ま
く
育
て
る
た
め
に
は

日
々
の
管
理
作
業
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
圃ほ

場
（
農
地
）
の
場
所
に
よ
っ

て
日
当
た
り
や
降
水
量
、
土
壌
の
養

分
量
な
ど
は
少
し
ず
つ
異
な
る
た

め
、
作
物
の
生
育
は
一
様
で
は
な
く
、

時
に
は
栄
養
不
足
な
ど
に
よ
る
生
育

障
害
や
害
虫
に
よ
る
病
気
が
発
生
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
農
業
者
は

日
々
、
圃
場
の
様
子
を
観
察
し
て
、

作
業
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
、
農
薬
や
肥

料
の
種
類
、
量
と
い
っ
た
作
業
の
内

容
を
少
し
ず
つ
修
正
し
、
工
夫
を
重

ね
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
微
妙
な

判
断
は
、
農
業
者
の
経
験
や
勘
に
基

づ
く
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど

明
文
化
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

Ｑ

経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
は

ど
う
で
す
か
。

　

Ａ　

経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
財
務
、

税
務
、
労
務
管
理
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
な
ど
、
事
業
を
行
う
た
め
に
必
要

な
知
識
で
す
。
近
年
の
農
業
経
営
の

法
人
化
や
大
規
模
化
の
進
展
に
伴

い
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
重
要
性
が
増

し
て
い
ま
す
。
損
益
分
岐
点
を
考
慮

し
た
規
模
拡
大
や
、
６
次
産
業
化
に

よ
る
事
業
の
多
角
化
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
販
売
な
ど
の
販
路
拡
大
に
よ

り
、
成
功
を
収
め
て
い
る
農
業
者
も

多
数
存
在
し
て
い
ま
す
。
従
来
、
日

本
の
農
業
は
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
に
乏
し

い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は

他
職
種
で
の
経
験
を
積
ん
だ
人
材

や
、
商
学
や
経
営
学
専
攻
の
人
材
の

活
躍
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｑ

栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
営
ノ
ウ

ハ
ウ
の
有
無
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
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ア
リ
ン
グ
し
た
際
に
は
、
新
規
就
農

と
ベ
テ
ラ
ン
の
農
業
者
で
10
ア
ー
ル

あ
た
り
売
上
高
に
３
倍
の
差
が
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

Ｑ　

独
自
の
栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ
を
日

本
の
農
業
の
武
器
に
進
化
さ
せ
る
に

は
何
が
必
要
で
し
ょ
う

か
。

　

Ａ　

長
い
年
月
を
か

け
て
培
っ
て
き
た
栽
培

ノ
ウ
ハ
ウ
が
、
農
業
者

の
高
齢
化
や
担
い
手
不

足
に
よ
り
、
断
絶
の
危

機
に
ひ
ん
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
日
本

の
農
業
の
競
争
力
強
化

の
た
め
に
は
、
新
規
就

農
者
を
含
め
た
担
い
手

農
家
へ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

伝
承
が
不
可
欠
で
す
。

ま
た
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝

承
だ
け
で
は
な
く
、
今

あ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
向
上

さ
せ
て
い
く
こ
と
も
重

要
で
す
。

　
Ｑ　

ノ
ウ
ハ
ウ
の
向

上
の
面
で
は
ど
の
よ
う

な
課
題
が
あ
り
ま
す
か
。

　

Ａ　

ノ
ウ
ハ
ウ
向
上
に
関
し
て

は
、
研
究
機
関
の
役
割
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
農
林
水
産
省
直
轄
の
国
立
研

究
開
発
法
人
農
業
・
食
品
産
業
技
術

総
合
研
究
機
構
（
農
研
機
構
）
や
、

各
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
て
い
る
農

業
試
験
場
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
機

関
で
は
、
品
種
改
良
、
効
率
的
な
施

肥
方
法
や
病
害
虫
の
予
防
と
い
っ
た

栽
培
方
法
の
検
討
、
農
機
の
開
発
、

遺
伝
子
工
学
研
究
な
ど
、
多
面
的
で

高
度
な
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近

年
人
気
の
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」

は
、
農
研
機
構
で
品
種
改
良
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

研
究
成
果
の
多
く
は
論
文
と
し
て

発
表
さ
れ
、
主
に
普
及
指
導
員
の
国

家
資
格
を
持
つ
都
道
府
県
の
職
員
に

よ
っ
て
農
業
者
へ
の
技
術
指
導
や
情

報
提
供
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
実
際
に

は
、
論
文
と
し
て
埋
も
れ
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
研
究
成
果
も
多
く
あ
り

ま
す
。

　

国
費
を
投
じ
た
貴
重
な
研
究
成
果

が
農
業
者
に
届
い
て
い
な
い
現
状

は
、
日
本
の
農
業
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
研
究
と
農
業
現

場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

し
、
研
究
成
果
の
実
装
に
よ
り
力
を

入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｑ　

農
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝
承
や

向
上
に
つ
い
て
、
海
外
の
事
例
か
ら

参
考
に
で
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。

　

Ａ　

こ
こ
で
は
、
農
業
先
進
国
で

あ
る
オ
ラ
ン
ダ
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝

承
と
向
上
の
仕
組
み
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
は
ア
メ
リ

カ
に
次
ぐ
世
界
２
位
の
農
産
物
輸
出

国
で
、
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
た
施
設
園
芸
に
強
み
が
あ
り
ま

す
。
オ
ラ
ン
ダ
の
ト
マ
ト
収
量
は
10

ア
ー
ル
当
た
り
70
ト
ン
で
、
10
ア
ー

ル
当
た
り
15
ト
ン
と
い
う
日
本
の
約

５
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ

の
特
徴
と
し
て
、
農
業
研
究
か
ら
実

装
へ
の
一
気
通
貫
の
仕
組
み
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　

Ｑ　

ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
す

か
。

　

Ａ　

こ
こ
で
は
そ
の
仕
組
み
を
構

成
す
る
二
つ
の
要
素
を
お
伝
え
し
ま

す
。
一
つ
目
は
、
研
究
水
準
の
高
度

差
が
出
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

Ａ　

栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ
は
収
量
や
品

質
に
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
は
単
価
や
販

売
量
に
影
響
す
る
の
で
、
ノ
ウ
ハ
ウ

の
有
無
は
売
り
上
げ
の
差
に
直
結
し

ま
す
。
実
際
に
ナ
ス
の
農
業
者
に
ヒ

オランダのスーパーの店頭に並ぶ、オランダの農産物の代表格であるトマト＝2018年
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化
の
た
め
の
仕
組
み
で
す
。
オ
ラ
ン

ダ
の
農
業
研
究
の
中
心
は
世
界
有
数

の
農
業
研
究
機
関
で
あ
る
ワ
ー
ゲ
ニ

ン
ゲ
ン
Ｕ
Ｒ
で
す
。
ワ
ー
ゲ
ニ
ン
ゲ

ン
Ｕ
Ｒ
は
、
ワ
ー
ゲ
ニ
ン
ゲ
ン
大
学

と
試
験
場
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

優
秀
な
学
生
は
そ
の
ま
ま
試
験
場
に

採
用
さ
れ
る
た
め
、
優
秀
な
研
究
者

が
集
積
す
る
人
材
育
成
の
仕
組
み
が

で
き
て
い
ま
す
。

　

研
究
資
金
の
６
割
は
政
府
か
ら
の

補
助
金
、
残
り
の
４
割
は
企
業
か
ら

の
研
究
委
託
や
共
同
研
究
に
よ
り
賄

わ
れ
て
い
ま
す
。
研
究
内
容
と
し
て

は
基
礎
的
な
も
の
を
中
心
に
進
め
つ

つ
、
実
現
性
の
高
い
、
利
益
に
つ
な

が
る
可
能
性
の
高
い
研
究
も
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

世
界
に
先
駆
け
て
先
進
的
な
研
究

テ
ー
マ
を
掲
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

企
業
か
ら
の
注
目
を
集
め
、
研
究
資

金
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
研
究
機
関

と
し
て
の
質
を
維
持
す
る
仕
組
み
が

整
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｑ　

二
つ
目
の
要
素
は
何
で
す
か
。

　

Ａ　

二
つ
目
は
、
民
間
企
業
の
有

償
サ
ー
ビ
ス
を
通
し
た
農
業
者
へ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
伝
承
の
仕
組
み
で
す
。
オ

ラ
ン
ダ
で
栽
培
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝
承
を

担
う
の
は
、
農
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

で
す
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
農
業
技
術
指

導
が
有
償
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
専

門
性
は
、
品
目
や
分
野
に
よ
っ
て
幅

広
く
分
か
れ
て
お
り
、
栽
培
ノ
ウ
ハ

ウ
だ
け
で
な
く
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
に

つ
い
て
も
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
で
は
、
温
度

や
湿
度
、
光
量
、
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
な
ど

を
細
か
く
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
シ
ス
テ
ム
導
入
だ
け
で
万
能

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実

際
に
は
制
御
の
指
標
と
な
る
設
定
値

の
判
断
や
、
作
業
全
般
に
わ
た
る
幅

広
い
知
識
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
農

業
者
は
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
と
技
術

指
導
サ
ー
ビ
ス
の
両
方
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
着
実
に
収
益
性
の
高
い
農

業
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
農
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
の
Ｄデ

ル

フ

ィ

ー

ｅ
ｌ
ｐ
ｈ
ｙ
で
は
、
自

社
で
研
究
施
設
を
設
け
、
栽
培
技
術

の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
新
た
な
品

目
の
試
験
栽
培
を
行
い
、
ノ
ウ
ハ
ウ

を
深
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
Ｄ
ｅ
ｌ
ｐ

ｈ
ｙ
で
は
、
ワ
ー
ゲ
ニ
ン
ゲ
ン
Ｕ
Ｒ

と
の
共
同
研
究
も
行
っ
て
お
り
、
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
分
野
の
最
先
端
の
研
究

成
果
を
農
業
現
場
で
の
実
装
に
つ
な

げ
る
ル
ー
ト
が
確
立
さ
れ
て
い
ま

す
。
高
い
専
門
性
を
持
つ
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
が
、
研
究
と
農
業
現
場
の
橋

渡
し
役
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

Ｑ　

日
本
が
オ
ラ
ン
ダ
を
凌り

ょ
う
が駕
す

る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う

か
。

　

Ａ　

現
在
、
ア
ジ
ア
で
は
、
高
所

得
者
層
を
中
心
に
高
付
加
価
値
の
農

産
物
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
日
本
産
の
農
産
物
は
ア
ジ
ア
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て

お
り
、
最
近
で
は
、
日
本
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
た
農
産
物
の
現
地
生
産

の
動
き
も
加
速
し
て
い
ま
す
。
農
業

の
技
術
移
転
の
た
め
に
現
地
法
人
を

設
立
す
る
日
本
の
農
業
法
人
の
数
も

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
各
国
が
農
業
技
術
を
移
転

す
る
際
、
日
本
の
技
術
と
て
ん
び
ん

に
か
け
ら
れ
て
い
る
の
が
オ
ラ
ン
ダ

Delphyの研究施設内部。土壌、空調、LEDでの補光など、
栽培方法について幅広く研究を実施している＝2018年
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の
技
術
で
す
。
日
本
が
オ
ラ
ン
ダ
を

超
え
る
鍵
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
強
み
で

あ
る
技
術
の
伝
承
・
向
上
の
仕
組
み

と
、
日
本
の
強
み
で
あ
る
栽
培
ノ
ウ

ハ
ウ
の
「
良
い
と
こ
取
り
」
に
よ
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
モ
デ
ル
の
構
築
に
あ

り
ま
す
。

　
Ｑ　

具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ　

従
来
、
日
本
の
農
業
法
人
の

海
外
進
出
の
際
に
は
、
自
ら
が
蓄
積

し
て
い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
に
基
づ
い
て
指

導
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

現
地
で
指
導
で
き
る

品
目
が
限
定
さ
れ
る
、

現
地
の
環
境
で
の
技

術
適
応
に
苦
戦
す
る

と
い
っ
た
課
題
が
あ

り
ま
し
た
。

　

海
外
展
開
に
お
け

る
日
本
の
農
業
の
強

み
は
、
日
本
の
豊
か

な
食
文
化
を
支
え
て

い
る
、
数
多
く
の
品

目
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
が
蓄
え
ら
れ
て
き

た
点
に
あ
り
ま
す
。

　

東
西
南
北
に
広
が

る
地
形
や
標
高
の
違

い
を
利
用
し
て
、
全

国
各
地
で
作
物
が
栽

培
さ
れ
て
お
り
、
気

候
や
土
壌
と
い
っ
た

栽
培
環
境
の
違
い
に

対
応
す
る
た
め
の
幅
広
い
知
見
も
蓄

積
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

海
外
で
そ
う
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生

か
す
に
は
、
農
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

な
ど
の
専
門
人
材
に
全
国
各
地
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
集
約
し
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
通
じ
た
現
地
で
の
指
導
の
仕
組

み
を
構
築
す
る
こ
と
で
す
。
全
国
で

多
様
な
栽
培
環
境
を
経
験
し
て
い
る

日
本
の
農
業
は
、
ア
ジ
ア
の
農
業
の

縮
図
と
い
え
ま
す
。

　

日
本
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
引
き
出
し
に

は
、
ア
ジ
ア
各
国
の
栽
培
環
境
に
応

じ
た
最
適
な
技
術
が
格
納
さ
れ
て
い

る
た
め
、
日
本
は
ア
ジ
ア
各
国
の
ど

ん
な
困
り
ご
と
に
も
応
え
る
力
を
持

っ
て
い
ま
す
。
冷
涼
な
単
一
気
候
の

オ
ラ
ン
ダ
と
比
べ
、
日
本
は
ア
ジ
ア

の
農
業
技
術
の
「
優
良
な
」
指
導
者

と
し
て
、
ア
ジ
ア
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

オ
ラ
ン
ダ
を
凌
駕
す
る
存
在
と
な
り

ま
す
。

　

人
口
減
少
で
日
本
国
内
の
農
産
物

市
場
が
頭
打
ち
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
中
で
、
海
外
で
の
農
産
物
市

場
拡
大
は
今
後
不
可
欠
に
な
り
ま

す
。
品
目
や
地
域
に
応
じ
た
個
別
の

技
術
移
転
に
よ
る
「
個
人
戦
」
か
ら

日
本
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集
し
た
「
団

体
戦
」
に
移
行
し
、
日
本
の
農
業
は

世
界
で
の
存
在
感
を
高
め
て
い
く
こ

と
で
、
新
た
な
光
を
見
い
だ
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

（
続
く
）

【
筆
者
略
歴
】
１
９
９
２
年
、
富
山
県

生
ま
れ
。
２
０
１
７
年
東
京
大

大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科

応
用
生
命
工
学
専
攻
修
了
（
16
年
度

農
学
生
命
科
学
研
究
科
修
士
課
程

総
代
）。
学
生
時
代
は
植
物
を
対
象

と
す
る
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
関
連

の
研
究
を
行
う
。
実
家
は
カ
ブ
の

契
約
栽
培
を
行
う
兼
業
農
家
で
、

夏
休
み
な
ど
に
帰
省
し
農
作
業
に

汗
を
流
し
て
い
る
。
現
在
、
日
本

総
研
農
業
チ
ー
ム
所
属
。

筆者近影＝ 5月、富山県の
実家の畑

ミャンマーの市場にて。農産物の栽培方法や保管管理方法の向上の余地は大きい＝2018年
8月、日本総研撮影
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